
日
本
の
教
員
文
化

　
1
そ
の
実
証
的
研
究
（
2
）

久
　
冨
　
善
　
之

日本の教員文化

一、

員
文
化
へ
の
課
題
意
識

二
、
教
員
集
団
と
教
員
文
化
ー
千
葉
県
A
市
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
前
号
）

三
、
教
師
の
「
学
校
化
」
1
埼
玉
県
教
師
調
査
1

　
ω
、
教
師
が
「
学
校
化
」
さ
れ
る

　
⑭
、
教
師
の
「
学
校
化
」
調
査
の
狙
い
、
対
象
と
方
法

　
㈹
、
結
果
分
析
ー
子
ど
も
・
父
母
調
査
と
比
較
し
つ
つ

　
　
①
回
答
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
　
②
子
ど
も
達
の
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か

　
　
③
学
校
秩
序
の
下
の
子
ど
も
達
に
つ
い
て

3
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三
、

1
）

、

④
教
師
じ
し
ん
の

「
学
校
化
」
と
教
職
観

　
　
　
　
　
（
以
下
、

続
篇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

教
師
の
「
学
校
化
」
1
埼
玉
県
教
師
調
査
1

教
師
が
「
学
校
化
」
さ
れ
る

4

　
学
校
（
ω
3
8
一
）
が
、
そ
こ
に
通
う
子
ど
も
達
を
「
学
校
化
す
る
（
ω
9
8
一
）
」
、
と
い
う
点
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
。
。
9
8
一
と
い

う
語
が
動
詞
に
使
わ
れ
る
場
合
、
通
常
の
辞
書
に
出
て
い
る
「
学
校
で
教
育
す
る
」
と
い
う
意
味
に
止
ま
ら
ず
、
今
日
で
言
う
「
学
校
化

す
る
」
1
つ
ま
り
、
学
校
と
い
う
制
度
が
当
然
と
す
る
行
動
様
式
・
能
度
と
価
値
を
子
ど
も
達
に
押
し
つ
け
、
そ
れ
を
心
身
に
刻
み
込

む
ー
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
脱
学
校
論
者
が
、
学
校
制
度
が
子
ど
も
に
対

し
て
も
つ
こ
の
よ
う
な
「
学
校
化
」
作
用
に
批
判
的
に
着
目
し
た
あ
た
り
か
ら
一
般
的
な
用
法
に
広
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
脱
学
校
の
理
論
家
1
・
イ
リ
ッ
チ
は
、
有
名
な
『
脱
学
校
の
社
会
』
の
中
で
、
学
校
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　
学
校
と
は
、
特
定
の
年
齢
層
を
対
象
と
し
て
、
履
習
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
フ
ル
タ
イ
ム
の
出
席
を
要
求
す
る
、
教

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

師
に
関
連
の
あ
る
過
程



日本の教員文化

制
度
と
し
て
の
学
校
と
い
う
存
在
の
基
本
的
枠
組
と
し
て
、
イ
リ
ッ
チ
は
①
年
齢
別
に
区
分
さ
れ
た
三
〇
～
四
〇
人
の
集
団
、
②
資
格
の

あ
る
教
師
の
権
威
・
監
督
下
で
生
徒
と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
、
③
一
年
に
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
時
間
の
段
階
的
カ
リ
キ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ラ
ム
、
と
い
う
三
要
素
を
見
い
出
し
、
こ
れ
を
ど
こ
で
も
変
ら
な
い
学
校
の
構
造
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
構
造
三
要
素
へ
と

子
ど
も
達
を
組
織
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
「
明
示
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
突
讐
葺
2
三
2
冨
ヨ
）
」
と
は
別
に
、
「
か
く
さ
れ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
（
匿
ま
雪
2
三
2
ξ
ヨ
）
」
を
子
ど
も
達
に
教
え
込
む
こ
と
に
な
る
。
イ
リ
ッ
チ
に
言
わ
せ
れ
ば
そ
れ
ば
た
と
え
ば
、

　
「
学
校
を
通
じ
て
で
な
け
れ
ば
社
会
で
一
人
前
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

　
「
学
校
で
教
え
て
い
な
い
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
」

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

　
「
世
界
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
、
世
界
そ
の
も
の
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
い
っ
た
内
容
を
、
子
ど
も
達
に
説
い
て
や
ま
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
構
造
三
要
素
を
も
っ
て
近
代
社
会
に
制
度
と
し
て
存
立
す

る
学
校
は
、
そ
の
存
在
じ
し
ん
の
象
徴
作
用
と
し
て
、
か
く
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
語
り
か
け
る
。
構
造
三
要
素
は
、
制
度
が
組
織
す

る
人
間
行
動
の
型
の
く
り
返
し
と
く
み
合
せ
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
た
か
く
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
語
り
か
け

は
、
あ
る
型
の
価
値
の
刻
み
込
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
6
）

　
「
脱
学
校
論
集
』
と
い
う
本
を
編
集
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
ー
・
リ
ス
タ
ー
は
、
そ
こ
に
収
録
し
た
彼
じ
し
ん
の
短
い
論
文
「
全
体
的
カ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

キ
ュ
ラ
ム
と
か
く
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
中
で
、
脱
学
校
論
者
た
ち
が
指
摘
す
る
一
連
の
「
学
校
の
か
く
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
内
実
に
つ
い
て
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
次
に
示
す
一
一
項
目
に
整
理
し
て
い
る
。

〈
か
く
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
い
く
つ
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

5
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1
、
学
校
と
教
育
と
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

2
、
世
界
は
非
教
育
で
あ
り
、
学
校
は
実
世
界
と
は
違
う
。

3
、
学
習
は
教
え
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。

4
、
経
済
世
界
で
評
価
さ
れ
る
知
識
は
、
専
門
的
な
教
授
の
結
果
で
あ
る
。

5
、
学
習
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
習
得
で
あ
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
一
つ
の
商
品
で
あ
っ
て
、
学
校
と
教
師
が
こ
の
商
品
を
包
装
し
、
販

　
売
す
る
も
の
で
あ
る
。

6
、
知
識
と
い
う
も
の
は
、
諸
教
科
と
そ
の
諸
事
項
と
い
っ
た
包
み
に
分
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
学
習
と
は
直
線
的
な
も
の
で
あ
り
、

　
そ
こ
で
は
、
知
識
は
順
序
立
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
、
等
級
づ
け
ら
れ
た
課
業
と
し
て
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

7
、
専
門
家
の
知
識
こ
そ
、
最
も
高
く
評
価
さ
れ
る
種
類
の
そ
れ
で
あ
る
。

8
、
他
の
人
々
が
全
て
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
（
あ
な
た
は
そ
れ
を
与
え
ら
れ
た
「
環
境
」
と
し
て
受
け
容
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
あ
な
た
は
そ
れ
を
何
と
か
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
れ
を
変
化
さ
せ
よ
う
な
ど
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
）

9
、
人
生
は
一
つ
の
ゼ
ロ
・
サ
ム
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
諸
個
人
や
国
々
が
限
ら
れ
た
資
源
（
大
学
の
学
籍
や
石
油
）
を
求
め

　
て
競
争
し
て
い
る
。
一
人
の
人
間
（
一
つ
の
国
）
の
獲
得
は
、
他
の
人
間
（
他
の
国
）
の
喪
失
で
あ
る
。
協
同
で
は
な
く
競
争
こ
そ

　
「
人
生
」
の
本
質
で
あ
り
、
だ
か
ら
ま
た
「
自
然
」
な
こ
と
で
あ
る
。

1
0
、
諸
個
人
・
諸
国
は
、
あ
る
序
列
尺
度
上
の
上
・
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
I
Q
／
勉
強
の
で
き
る
子

1
で
き
な
い
子
／
制
限
コ
ー
ド
ー
精
密
コ
ー
ド
／
先
進
国
－
発
展
途
上
国
な
ど
。
そ
こ
で
「
劣
る
者
」
は
自
立
が
で
き
ず
、

　
「
優
れ
る
者
」
の
援
助
を
求
め
て
い
る
。
だ
か
ら
、
慈
善
が
こ
の
社
会
の
「
自
然
」
な
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

H
、
人
生
の
中
に
「
学
齢
期
」
と
い
う
時
期
が
あ
る
。
学
校
教
育
を
終
え
る
時
に
教
育
も
終
る
。
さ
ら
な
る
教
育
を
得
る
に
は
だ
か
ら
、

6



学
校
を
離
れ
る
年
齢
を
さ
ら
に
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日本の教員文化

こ
の
よ
う
な
認
識
・
行
動
と
価
値
の
型
を
持
つ
よ
う
に
、
学
校
が
子
ど
も
達
に
不
断
に
働
き
か
け
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
子
ど

も
達
は
、
そ
の
行
動
・
態
度
・
価
値
を
学
校
制
度
に
合
う
よ
う
に
変
形
さ
れ
る
、
そ
の
意
味
で
「
学
校
化
（
ω
9
0
0
一
a
）
」
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
「
学
校
化
」
作
用
に
お
い
て
、
教
師
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
イ
リ
ッ
チ

の
議
論
に
あ
っ
た
よ
う
に
「
資
格
の
あ
る
教
師
の
権
威
・
監
督
下
で
」
と
い
う
条
件
は
、
学
校
と
い
う
制
度
の
基
本
枠
組
で
あ
り
、
そ
れ

故
に
学
校
化
作
用
の
基
礎
要
件
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
明
示
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
伝
達
者
・
習
得
指
導
者
で
あ
る
と
い
う
公
認
の

役
割
と
そ
れ
に
付
与
さ
れ
た
権
威
・
権
限
に
加
え
て
（
い
や
ま
さ
に
こ
の
公
認
役
割
の
遂
行
を
通
し
て
）
、
教
師
は
子
ど
も
達
に
学
校
の

「
か
く
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
伝
達
す
る
制
度
工
i
ジ
ェ
ン
ト
（
一
冨
二
ε
二
9
巴
畠
。
葺
）
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
か
く
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
諸
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
教
師
個
々
人
が
意
識
す
る
と
し
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
教
師
・
生
徒
関
係

（
8
毬
箒
㍗
ε
旦
『
①
翼
凶
o
霧
）
」
を
主
要
な
回
路
と
し
な
が
ら
伝
達
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
教
員
文
化
の
要
素
で
あ

る
と
こ
ろ
の
、
彼
ら
の
知
識
・
技
術
、
行
動
・
態
度
、
価
値
観
念
と
、
そ
の
中
に
包
み
込
ま
れ
て
い
る
生
徒
と
の
相
互
交
渉
の
様
式
の
中

に
、
学
校
制
度
の
「
か
く
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
具
体
的
働
き
が
ど
う
展
開
し
、
影
響
を
及
ぼ
し
合
っ
て
い
る
か
、
を
確
か
め
る
と

い
う
私
た
ち
の
追
究
課
題
が
そ
こ
に
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
課
題
は
、
「
学
校
化
」
作
用
を
担
う
教
師
た
ち
、
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
だ
、
本
章
の
言
う
と
こ
ろ
の
、

教
師
の
「
学
校
化
」
の
一
側
面
で
あ
る
。
今
日
、
「
か
く
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
概
念
は
「
明
示
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
対
に
な

っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
学
校
で
学
ぶ
子
ど
も
達
に
と
っ
て
学
校
化
作
用
を
指
す
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

7
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う
に
、
そ
れ
が
制
度
と
し
て
の
学
校
の
も
つ
人
間
の
行
動
・
態
度
・
価
値
を
型
づ
け
る
力
に
根
拠
を
お
く
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
学
校
制

度
に
組
織
さ
れ
型
づ
け
ら
れ
る
者
は
決
し
て
子
ど
も
達
だ
け
で
は
な
い
。
教
師
た
ち
も
そ
う
で
あ
る
し
、
わ
が
子
を
通
じ
て
父
母
も
、
そ

し
て
間
接
的
に
は
産
業
社
会
も
、
あ
ら
ゆ
る
国
民
層
が
そ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
世
は
ま
さ
に
「
学
校
化
社
会
（
ω
9
0
0
一
9
8
。
す

蔓
）
」
な
の
で
あ
る
。

　
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ぱ
、
教
師
を
、
子
ど
も
を
学
校
化
す
る
担
い
手
（
甜
Φ
三
）
と
い
う
面
か
ら
だ
け
考
察
す
る
の
で
な
く
て
、
教
師

た
ち
じ
し
ん
の
行
動
・
態
度
・
価
値
も
ま
た
、
「
学
校
化
（
ω
9
8
一
9
）
」
さ
れ
る
と
い
う
観
点
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
必
要
と
な
る
。

そ
の
被
組
織
化
（
H
学
校
化
）
の
程
度
は
、
国
民
一
般
や
父
母
よ
り
深
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
意
味
で
は
子
ど
も
達
よ
り
も
深
く
、
全

生
活
的
で
全
生
涯
的
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
教
師
と
は
、
子
ど
も
達
と
と
も
に
、
あ
る
意
味
で
は
子
ど
も
達
よ
り
も
深
く
、
学

校
と
い
う
制
度
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
行
動
・
態
度
・
価
値
を
型
づ
け
ら
れ
て
い
る
一
群
の
人
々
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
に
、
教
師
た
ち
が
受
け
て
い
る
「
学
校
化
」
作
用
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
は
、
子
ど
も
や
父
母
の
場
合

と
ど
の
点
が
共
通
で
、
ど
の
点
が
異
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
比
較
を
含
ん
だ
調
査
研
究
テ
ー
マ
が
浮
上
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
第
一
章
（
前
号
）
で
議
論
し
た
「
教
員
た
ち
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
が
学
校
制
度
に
棲
み
つ
き
、
学
校
制
度
の
あ
り
方
に
事
実
上
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
い
う
筋
と
は
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
か
、
と
い
う
教
員
文
化
と
学
校
制
度
と
の
関
係
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

8

2
）

、

教
師
の
「
学
校
化
」
調
査
の
狙
い
、
対
象
と
方
法

「
学
校
化
」
調
査
は
、
後
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
小
・
中
学
生
と
、
そ
の
父
母
と
、
そ
し
て
小
・
中
学
校
教
師
、
と
い
う
三
つ
の
層
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に
並
行
し
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
対
教
師
調
査
の
狙
い
は
、
お
よ
そ
次
の
三
点
に
あ
っ
た
。

　
①
、
「
教
師
・
生
徒
関
係
」
を
回
路
と
す
る
学
校
化
作
用
の
現
実
と
そ
の
結
果
を
、
教
師
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
意
識
し
、
ま
た
把
握
し

　
　
て
い
る
か
を
つ
か
む
、

　
②
、
「
教
師
・
生
徒
関
係
」
に
限
ら
れ
な
い
子
ど
も
達
の
「
学
校
化
」
の
現
実
と
そ
の
結
果
は
、
教
師
の
眼
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い

　
　
る
か
を
つ
か
む
、

　
③
、
教
師
た
ち
じ
し
ん
の
「
学
校
化
」
の
あ
ら
わ
れ
と
程
度
と
を
つ
か
む
、

右
の
①
、
②
、
③
の
ど
の
点
で
も
、
小
・
中
学
生
調
査
、
父
母
調
査
の
結
果
と
比
較
し
て
、
教
師
た
ち
の
意
識
と
そ
の
「
学
校
化
」
の
特

徴
を
浮
か
び
上
ら
せ
る
こ
と
を
考
え
た
。

　
調
査
の
対
象
と
方
法
と
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
。

〈
教
師
調
査
〉

　
『
埼
玉
県
教
育
関
係
職
員
録
』
（
一
九
八
七
年
版
）
に
掲
載
の
、
県
内
公
立
小
・
中
学
校
教
員
名
簿
よ
り
、
無
作
為
抽
出
法
に
よ
り
、

二
一
三
名
の
教
師
を
選
び
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
た
。
自
記
式
質
問
用
紙
で
、
記
入
の
の
ち
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
よ
る
返
送

で
回
収
し
た
。

　
実
施
時
期
、
一
九
八
七
・
一
二
・
二
八
～
一
九
八
八
・
一
．
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
回
収
数
（
率
）
　
九
一
票
（
三
九
・
四
％
）

〈
小
・
中
学
生
調
査
V

9
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関
東
を
中
心
と
し
た
五
都
県
で
、
五
小
学
校
（
4
・
5
・
6
年
各
学
校
一
ク
ラ
ス
、
計
一
五
ク
ラ
ス
、
五
五
八
名
）
、
四
中
学
校

（
1
．
2
年
各
学
校
一
ク
ラ
ス
、
計
八
ク
ラ
ス
、
三
三
四
名
）
、
計
八
九
二
名
を
対
象
。
対
象
校
は
機
縁
に
よ
っ
て
選
ん
だ
。
各
学
年
の

｝
ク
ラ
ス
は
、
原
則
を
「
そ
の
学
年
の
一
組
」
と
し
た
が
、
学
校
の
事
情
で
任
意
に
選
ば
れ
た
場
合
も
あ
る
。
ク
ラ
ス
で
の
配
布
と
回

収
と
は
、
ク
ラ
ス
担
任
と
学
校
に
依
頼
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
自
記
式
、
右
の
人
数
は
い
ず
れ
も
有
効
回
収
数
で
あ
る
。

実
施
時
期
、
一
九
八
七
年
一
一
月
～
一
二
月

〈
父
母
調
査
〉

右
の
小
．
中
学
生
調
査
の
う
ち
、
二
つ
の
小
学
校
（
4
・
5
・
6
年
、
計
六
ク
ラ
ス
）
、
一
つ
の
中
学
校
（
1
・
2
年
、
ニ
ク
ラ
ス
）

の
子
ど
も
達
に
、
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
、
父
母
に
記
入
し
て
も
ら
っ
て
、
ま
た
学
校
に
持
参
す
る
形
を
と

っ
た
。

　
　
実
施
時
期
、
一
九
八
八
年
二
月
～
一
二
月

　
　
配
布
数
・
二
九
五
通
、
有
効
回
収
数
・
二
七
七
通
、
回
収
率
　
九
三
・
九
％

10

（
付
記
）
　
域
上
の
三
調
査
は
い
ず
れ
も
、
一
九
八
七
年
度
、
埼
玉
大
学
教
育
社
会
学
ゼ
ミ
の
三
・
四
年
学
生
と
共
同
で
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
教
師
調
査
に
は
、
一
橋
大
「
教
育
調
査
」
受
講
生
の
協
力
を
得
た
。
集
計
は
、
東
大
大
型
計
算
セ
ン
タ
i
及
び
一
橋
大
情

報
処
理
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
。



3
）

　、

結
果
分
析
－
子
ど
も
・
父
母
調
査
と
比
較
し
つ
つ
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表28　教師調査回答者の内わけ

小学校 中学校 計

全　体
人　　　％

7　　100．0
人　　　％

4　　100．0 91
人　　　％

100．0

男
女

19　　40．0

8　　59，6

20　　45．5

4　　54．5

39

2
42．9

7
．
1

教
職
経

　1～4年
5～9年

　10～19年

数　20年～

3　　　6．4

2　　25。5

1　　44．3

1　　23．4

5　　　1L4

5　　34．1

7　　38．6

　　15．9

8
2
7
3
8
1
8

8．8

9．7

1．8

9
．
8

①
回
答
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
九
一
名
の
貴
重
な
解
答
者
の
内
わ
け
は
表
2
8
の
と
お
り
で
あ
る
。
小
．
中
は
ほ
ぼ
半
々
で
あ

る
。
小
学
校
の
男
・
女
比
率
は
埼
玉
県
内
の
そ
れ
に
近
似
し
て
い
る
が
、
中
学
校
の
男
．
女
比

率
は
県
内
の
そ
れ
（
男
性
教
師
が
6
割
強
）
か
ら
遠
く
へ
だ
た
っ
て
女
性
教
師
の
回
答
者
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
男
性
中
学
校
教
師
の
回
答
率
が
ず
っ
と
低
い
わ
け
で
あ
る
。
教
職
経
験
年
数

は
、
五
～
九
年
、
一
〇
～
一
九
年
が
多
く
、
全
体
と
し
て
若
い
が
つ
い
最
近
の
採
用
数
が
少
い

と
い
う
県
内
全
体
の
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
中
学
校
の
方
が
よ
り
若

い
教
師
た
ち
が
多
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
フ
ェ
イ
ス
・
シ
ー
ト
で
た
ず
ね
た
属
性
は
、
「
資
料
1
」
に
示
す
よ
う
に
以
上
の
点
に
限
ら
れ

て
お
り
、
出
身
学
校
、
年
齢
、
家
族
構
成
、
職
歴
な
ど
は
、
回
収
率
を
考
え
て
聞
け
て
い
な
い
。

　
な
お
、
子
ど
も
調
査
で
は
、
小
4
…
…
一
八
○
名
、
小
5
…
…
一
八
六
名
、
小
6
…
…
一
九

二
名
、
中
1
…
…
一
六
三
名
、
中
2
…
…
一
七
一
名
の
計
八
九
二
名
で
あ
る
。
父
母
調
査
で
は
、

小
学
生
父
母
…
…
二
一
四
名
、
中
学
生
父
母
…
…
七
二
名
の
計
二
七
七
名
で
、
う
ち
父
親
五
二
、

母
親
二
二
三
、
他
二
で
あ
っ
た
。

11
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資科1

　　アンケート

「子どもにとっての学校

　　　　　・教師にとっての学校」

一橋大学社会学部教育社会学研究室

埼玉大学教育学部教育社会学研究室

くアンケートのお願い＞

　このアンケートは，現在小・中学校で子どもたちの指導に当っておられる先

生方に，子どもにとって，また教師にとって，学校とはどのようなものかをお

聞きするものです。埼玉県内の小・中学校の先生方231名にアンケートをお願

いしています．

　結果はコンピューターで統計的に処理します，また，無記名ですので，あな

たの回答が他人に知られることはありません．ありのままをお答え頂ければ幸

いです．どうかよろしくお願いいたします．

〈記入方法〉

（　）内には・あてはまる文字や数字を，書き入れてください．それ以外は

あてはまるものを選んで，番号にOをつけてください．

L小学校　　2．中学校

L（　）年　2．なし

L男　　2．女

（　〉年

勤務校

担当学年

性　別

教職歴

②
子
ど
も
達
の
現
状
を
ど
う

見
て
い
る
か

　
表
2
9
は
、
「
学
校
に
行
く
の

が
楽
し
み
だ
」
と
思
っ
て
い
る

子
ど
も
の
比
率
を
教
師
に
た
ず

ね
た
結
果
で
あ
る
。
「
ほ
と
ん

ど
」
と
「
多
い
」
と
い
う
回
答

が
全
体
と
し
て
八
割
で
、
こ
れ

は
子
ど
も
達
の
回
答
と
も
対
応

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
小
・
中

別
を
み
る
と
中
学
校
の
方
が

「
半
々
ぐ
ら
い
」
が
二
七
・
三

％
も
い
て
、
否
定
的
評
価
の
方

へ
観
察
が
傾
い
て
い
て
、
こ
の

点
に
も
今
日
の
中
学
校
教
育
の

困
難
が
反
映
し
て
い
る
。

子
も
が
学
校
で
感
じ
る
楽
し

さ
・
魅
力
を
よ
り
細
か
く
見
る

12
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　　　　　　表29学校を楽しみにしている子どもの割合

〔設問〕日頃，あなたが接している児童（生徒）で，「学校に行くのが楽しみ

　　だ」と思っている子どもはどのくらいいるようですか．こ自身の印象と

　　　して，あてはまるものを1つ選んでOをつけてください．

小学校 中学校 計

1．ほとんどの子どもが楽しみにしている 48．9 15．9 33．0

2．楽しみにしている子どもが多い 40．4 52．3 46．2

3楽しみにしている子としていない子が半々ぐらい
6
．
4

27．3 16．5

生楽しみにしている子が少い
4
．
3

2
．
3

3
．
3

5．楽しみにしている子はほとんどいない 一

2
．
3

1
．
1

設
問
の
結
果
が
図
1
7
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
学
校
に
あ
る
諸
活
動
を
教
科
か
ら
教
科
外
ま
で
二

二
項
目
を
あ
げ
て
、
多
く
の
子
に
と
っ
て
魅
力
的
と
思
わ
れ
る
も
の
に
◎
、
少
い
子
で
も
強
い

魅
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
が
棒
グ
ラ
フ
に
な

っ
て
い
る
。
◎
が
五
〇
％
以
上
、
○
を
累
積
し
て
八
○
％
以
上
は
三
項
目
あ
っ
て
「
H
、
友
だ

ち
と
の
つ
き
あ
い
」
「
1
8
、
遠
足
・
し
ゅ
う
が
く
旅
行
・
社
会
科
見
学
な
ど
」
「
6
、
体
育
の
授

業
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
図
の
右
端
に
く
比
較
V
と
し
て
載
せ
た
子
ど
も
達
じ
し
ん
の

「
学
校
の
楽
し
い
こ
と
」
の
選
択
％
と
も
、
お
お
む
ね
対
応
し
て
い
る
。

　
教
科
の
中
で
選
択
が
体
育
に
次
ぐ
の
は
「
8
、
図
工
（
美
術
）
の
授
業
」
で
、
他
の
八
つ
の

授
業
は
い
ず
れ
も
、
◎
が
一
〇
％
な
い
し
そ
れ
以
下
、
O
を
累
積
し
て
も
三
〇
％
な
い
し
そ
れ

以
下
で
し
か
な
い
。
ま
た
、
「
9
、
家
庭
科
・
技
術
家
庭
」
を
除
く
ど
の
授
業
も
小
学
校
に
比

べ
て
中
学
校
教
師
の
選
択
が
著
し
く
低
位
と
な
っ
て
い
る
。
生
徒
た
ち
の
回
答
も
体
育
．
美
術

の
他
は
低
い
選
択
で
、
ど
の
授
業
も
小
学
校
よ
り
中
学
校
が
低
い
回
答
で
あ
る
。
し
か
し
、
一

〇
％
～
三
〇
％
の
選
択
と
は
い
え
小
・
中
と
も
ど
の
教
科
を
見
て
も
、
「
楽
し
い
」
と
回
答
し

て
い
る
子
ど
も
達
が
あ
る
程
度
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
反
映
す
れ
ば
教
師
た
ち
の
回
答

は
O
が
も
っ
と
多
く
て
も
不
思
議
で
な
い
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
体
育
・
美
術
を
除
く
八
項
目

で
教
師
の
選
択
が
○
を
含
め
て
三
〇
％
な
い
し
そ
れ
以
下
で
あ
る
と
い
う
結
果
は
、
子
ど
も
達

の
回
答
よ
り
一
層
評
価
が
低
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
多
く
の
教
師
は
、
認
識
的
教
科
を
中
心
と

し
て
授
業
に
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
が
魅
力
を
感
じ
て
い
な
い
と
、
児
童
・
生
徒
の
実
態
以
上
に

13
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強
く
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
、
今
日
の
教
師
た
ち
は
、
目
分
た
ち
が
毎
日
実
践
し
て
い
る
授
業
に
「
魅
力
」
と
い
う
点
で
自
信
を
持
て

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

て
な
い
と
言
え
よ
う
。

　
教
科
外
活
動
に
つ
い
て
「
2
1
、
そ
う
じ
」
「
1
5
、
児
童
会
や
生
徒
会
の
活
動
」
「
1
3
、
学
級
会
な
ど
ク
ラ
ス
で
の
話
し
合
い
の
時
間
」
の

選
択
が
少
な
く
、
子
ど
も
達
の
回
答
（
中
学
で
は
い
ず
れ
も
一
〇
％
に
満
た
な
い
）
と
も
対
応
し
て
い
る
。
学
級
会
や
児
童
・
生
徒
会
の

活
動
が
、
教
師
の
眼
か
ら
見
て
も
魅
力
が
な
く
形
骸
化
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
項
目
1
1
・
1
8
と
い
う
、
む
し
ろ
学
校
の
枠
を
や
や
離
れ
る
活
動
に
、
子
ど
も
も
、
そ
れ
に
対
応
し
て
教
師
も
選
択
が
高
い
の
は
す
で
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
「
1
6
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
」
「
1
7
、
文
化
行
事
」
「
1
9
、
ク
ラ
ブ
・
部
活
動
」
で
中
学
校
教
師
の
選
択
の
方
が
高
比
率

で
あ
る
の
は
、
子
ど
も
の
回
答
と
は
必
ず
し
も
対
応
し
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
圧
迫
の
多
い
中
学
校
生
活
の
中
で
「
こ
の
こ
と
が
魅
力
に
」

と
思
っ
て
い
る
教
師
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
表
3
0
は
、
逆
に
子
ど
も
に
と
っ
て
つ
ら
い
こ
と
を
一
二
項
目
あ
げ
て
教
師
に
た
ず
ね
た
結
果
で
あ
る
。
小
・
中
と
も
五
〇
％
以
上
の
選

14

く比較〉

圏翻□累計％ 小・中学生の回答

〔学校で楽しいもの〕

小　・　中 （小4～6＞〈中1、2＞

362＞16．3 26．0＞156

447＞18．6 329〉21．0

447＞18，6 504＞26．1

31，9＞23．3 28，4≒29．7

一　　18．6 一　　195
91，5＞67．4 715＞41，7

51．1＞163 370＞12．3

68．1＞442 56．2＞37．5

17．0く256 28．5辱30，6

19，1〉70 44，3＞75
851く953 833≒85，3

59．6＞395 305＞10，8

27．7＞47 26．2＞66
76．6＞581 80．1＞46，5

21．3≒23．3 12．7＞42
78，7≒79．1 50．6＞18．6

447〈62．8 50，1〉42．0

894≒83．7 907＞71．2

404く86．0 698＞55．3

851＞60，5 58，2＞366

8，5〉2．3 172＞3．6
468＞20．9 46，7＞90
4．3　23 199　4，8
0．0　00 2．2　00

0．O＜23 0．2　03
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図17子どもが魅力を感じている学校内の活動（22項目）

〔設問〕　日頃あなたが接している児童（生徒）は、学校の中のどのような活動に魅力を

　　　　感じているでしょうか。多くの子にとって魅力と思われるものに◎、少ない子でも

　　　　強い魅力になっているとおもわれるものにはOを、いくつでもつけてください。

口多くの子にとって魅力（％）

□小さな子でも強い魅力（□と累計の％）

O　　IO　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　100％

1国蕗の授業

2算数（数学1の授菜

3理科の授業

4社会科の授業

5英語の授業（中学生のみ）

6体育の授業

7音楽の授桀

8．図高（英術）の授業

9家庭科・技術家庭の擾業

10道徳の授業

11友だちとのつきあい

12先生とのつきあい

13学級会などクラスでの話し合いの時間

M，分楽しみ会・レクなどの学級の活動の時間

15．児童会や生徒会の活動

16運動会やマラソン大会などのスポーツの行事

17学げい会・文化祭・合しょうコンクールなどの文化の行事

18．遠足・しゅうがく旅行・社会科見学など

19．クラブ・部活動

20　給食■昼食時『聞

21，そうじ

22．教室・図魯霊での談書

23その他（

24，その他（

25子どもたちにとって学校で魅力的なことは何もない

35％　　26，7％

47　　　　322
　10．5　　322

35　　　　278
　23　10．0

52，3 80、0

8，1 34．4

256 567

8．1　211

3．513，3

75．6　900

128 50．0

7．016．7

46．5　　　67．8

7．0　222
31．4 78，9

244 53．3

三72．1　86．7

32，6 62．2

44．2 73．3

　12，8　　344

12　5．6

22　3．3

0．0

11

＊ただし、小・中学生の場合、回答項目の25は「楽しいものは何もない』

15
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　　　　　　表30子どもにとって学校でっらいこと（12項目）

〔設問〕あなたは，いま児童（生徒）にとってこういうことは多分っらいだろうな，

　　　と思うことはありますか．あてはまるものをいくつでも選んで○をつけて

　　　ください．他にあれば，「その他」に具体的に記入してください。

計 小　　中
1～4年

教職経験年数別
5～9年 10～19年 20年以上

L授業について行けない 69．7 59．6＜8LO 62．5 80．8 70．3 55．6

2．遊ぶ時間が少ない 59．4 66．0　　52．4 62．5 53．8 54．1 77．8

3．先生と話す時間が少ない 27．0 29．8　　23．8 12．5 26．9 21．6 44．0

4．クラブ・部活動の時間が短かすぎる
5
．
6

6．4　　4．8
0
．
0 154

2
．
7

0
．
0

εクラブ・部活動の時間が長すぎる 14．6 0．0＜31．0 12．5 19．2 10．8 16．7

αクラブ・部に入ってもっいて行けない 10．0 2．1く19．0 12．5 15．4
8
．
1

5
．
6

7．塾やけいこごとに通わなければならない 44．9 38．3く52。4 37．5 38．5 45．9 55．6　　享

8．学校にきまりや約束事が多い 38．2 3L9＜45．2 25．0 57．7 21．6 50．0

9．テストがある 20．2 10．6〈31．0 12．5 23．1 18．9 22．2

10．テストの成績で順位がつく 29．2 10．6＜50，0 25．0 38．5 24．3 27．8

11．友達がいない 43．8 46．8　　40．5 37．5 53．8 48．6 22．2

12．学校でじめられる 47．2 46．8　47．6 50．0 57．7 45．9 33．3

13．その他（ 14．6 14．9　　14．3 12．5 19．2 18．9
0
．
0

14．その他（
4
．
5

4．3　　4．8
0
．
0

11．5
2
．
7

0
．
0

瓢子どもにとってっらいことは特にない L1 2．1　　0．0 12．5
0
．
0

0
．
0

0
．
0

表の右端の☆印は，教職経験年数によって系統的に変化のある箇所

☆

〇
一



択
は
「
1
、
授
業
に
つ
い
て
行
け
な
い
」
「
2
、
遊
ぶ
時
間
が
少
な
い
」
の
二
項
で
あ
る
。
特
に
前
者
は
中
学
校
で
八
○
％
を
こ
え
、
「
落

ち
こ
ぼ
れ
1
1
落
ち
こ
ぼ
し
」
問
題
が
義
務
教
育
課
程
に
深
く
浸
透
し
、
授
業
に
つ
い
て
行
け
ず
に
授
業
時
間
を
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
い
子

ど
も
の
つ
ら
さ
は
そ
れ
な
り
に
教
師
に
伝
わ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
解
決
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
・
中
と
も
四
〇
％
以
上
は
「
H
・
友
達
が
い
な
い
」
「
1
2
、
学
校
で
い
じ
め
ら
れ
る
」
の
二
項

日本の教員文化

表31子どもにとって学校でっらいこと（rその他」の自由記入）

oクラスにとけこめない一年間

oクラスの中でっっぱり孤立してしまう

O部活動が日曜もあり，自由な時間が少ない

O友達と遊んでいないので遊び方をしらない（例，かんけり）

o男女が自然な形で交際しづらい

o学校を変えることができない不自由さ

o家庭内がうまくいっていない

o就職・進学等進路に関して悩み事がある

で
、
子
ど
も
達
の
人
間
関
係
上
の
悩
み
に
も
か
な
り
の
教
師
が
着
目
し
て
い
る
。
小
学
校
で
は
や
や

少
な
い
の
に
、
中
学
校
で
ず
っ
と
選
択
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
が
5
～
1
0
の
六
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
中
学
校
の
も
っ
て
い
る
長
時
間
部
活
動
、
受
験
へ
向
か
う
競
争
、
そ
し
て
管
理
的
規
則
と

い
う
特
性
の
問
題
で
、
そ
の
こ
と
が
教
師
た
ち
の
意
識
に
も
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
教
職
経

験
年
数
別
を
表
の
右
側
で
み
る
と
、
あ
れ
こ
れ
の
差
が
あ
る
が
系
統
的
な
差
の
あ
る
の
は
「
7
、
塾

や
け
い
こ
ご
と
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
で
、
教
師
と
し
て
の
年
数
が
長
い
ほ
ど
指
摘
率
が
高

く
な
る
。
若
い
教
師
層
に
塾
・
け
い
こ
ご
と
通
い
を
あ
た
り
前
と
思
う
意
識
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
さ
せ
る
。

　
「
1
5
、
子
ど
も
に
と
っ
て
つ
ら
い
こ
と
は
特
に
な
い
」
と
す
る
者
は
回
答
者
中
一
人
だ
け
で
あ
っ

た
。
「
1
2
、
1
3
、
そ
の
他
」
に
具
体
的
記
入
の
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
表
3
1
に
抜
す
い
し
て
あ
る
。

「
と
け
こ
め
な
い
」
「
つ
っ
ぱ
り
孤
立
」
と
い
う
ク
ラ
ス
内
の
位
置
を
具
体
的
に
指
摘
す
る
も
の
が
あ

る
。
「
遊
び
方
を
し
ら
な
い
」
「
目
由
な
時
間
が
少
な
い
」
「
男
女
が
自
然
な
形
で
交
際
し
づ
ら
い
」

と
い
う
今
日
の
子
ど
も
達
の
一
般
的
問
題
を
指
摘
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
家
庭
問
題
・
進

路
問
題
と
い
う
（
十
二
項
目
に
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
）
重
要
問
題
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
「
学
校
を
変

17
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え
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
自
由
さ
」
と
い
う
本
質
的
な
指
摘
も
あ
っ
た
。
表
3
0
と
3
1
と
に
見
る
限
り
、
教
師
た
ち
の
か
な
り
の
部
分
は
子

ど
も
の
さ
ま
ざ
ま
の
「
つ
ら
さ
」
に
つ
い
て
、
一
定
の
敏
感
さ
を
も
っ
て
感
じ
と
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
表
3
2
は
、
子
ど
も
が
授
業
中
を
ど
の
よ
う
な
時
間
と
し
て
体
験
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
一
三
項
目
の
あ
り
方
を
あ
げ
て
、
ど
の
く
ら

い
の
子
が
そ
う
か
を
三
段
階
で
教
師
に
回
答
し
て
も
ら
っ
た
結
果
で
あ
る
。
「
1
、
勉
強
す
る
た
め
の
時
間
」
の
選
択
が
多
い
の
は
当
然

と
し
て
、
そ
の
他
で
「
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
」
の
回
答
比
率
が
高
い
の
は
「
4
、
と
に
か
く
そ
こ
に
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
間
」
（
五

二
・
二
％
）
「
5
、
静
か
に
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
間
」
（
三
八
・
九
％
）
の
二
項
目
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
拘
束
型
・
秩
序
型
時

間
体
験
に
つ
い
て
は
、
表
の
右
側
の
子
ど
も
達
じ
し
ん
の
回
答
で
は
、
全
体
と
し
て
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
も
っ
と
も
子
ど
も
調
査
の

場
合
一
三
項
目
中
「
3
つ
ま
で
O
」
の
回
答
形
式
で
あ
る
か
ら
そ
の
比
率
だ
け
を
教
師
調
査
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
子
ど
も
の
回
答
で
は
、
2
・
3
・
8
項
な
ど
の
知
識
型
・
自
己
実
現
型
時
間
体
験
の
方
が
、
4
・
5
・
H
項
の
拘
束
型
・
秩
序
型

時
間
体
験
よ
り
も
ず
っ
と
多
い
選
択
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
教
師
の
選
択
で
は
4
・
5
項
が
ず
っ
と
多
い
点
は
、
明
確
な
ズ
レ
が

あ
る
。
そ
の
傾
向
は
中
学
校
で
い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
い
る
。
（
た
だ
し
同
じ
拘
束
・
秩
序
型
を
示
す
「
H
、
先
生
が
注
意
し
て
見
は
っ
て

い
る
時
間
」
に
つ
い
て
、
教
師
の
選
択
は
ず
っ
と
低
位
で
あ
る
か
ら
、
拘
束
や
秩
序
が
教
師
を
通
し
て
生
徒
に
及
ん
で
い
る
こ
と
の
教
師

に
お
け
る
自
覚
は
高
い
と
は
言
え
な
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

　
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
調
査
の
「
勉
強
不
得
意
群
」
（
表
の
右
端
）
で
は
、
2
・
3
・
9
項
に
比
し
て
4
・
5
項
が
比
率
高
く
、
そ
の
点

で
は
教
師
の
感
じ
方
に
対
応
し
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
教
師
た
ち
は
授
業
に
お
け
る
学
習
展
開
と
そ
の
秩
序
維
持
を
め
ぐ
っ
て
、
「
勉

強
不
得
意
群
」
を
よ
り
強
く
「
生
徒
」
と
し
て
意
識
し
交
流
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
図
1
7
で
み
た
「
授
業
時
間
の
魅
力
」

に
つ
い
て
子
ど
も
全
体
よ
り
教
師
の
回
答
が
ず
っ
と
低
か
っ
た
こ
と
と
も
呼
応
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
勉
強
不
得
意
群
」
の
回
答
が

「
1
2
、
た
い
く
つ
な
時
間
」
（
四
八
・
七
％
）
を
筆
頭
に
6
・
7
・
1
3
項
の
無
為
型
時
間
体
験
に
つ
い
て
か
な
り
の
選
択
が
あ
る
の
に
対
し

18
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　　　　　表32子ども達は「授業中」をどういう時間として体験しているか

〔設問〕「授業中」をっぎのように感じている児童（生徒）はどのくらいいると思いますか．

　　　それぞれにっいてあてはまるものを1～3の中から選んで○をっけてください．
1
．

2
．

3
． 「1＋2」の％ 〈比較〉

ほ 半 あ 小・ 中学生の授業時間体験
と の分 ま （3っまで選択）

子ん
ど

子く

ら

いり
学校の勉強

もの もい い 小　　中 全体 小・中 得意群・不得意群

1．勉強するための時間 82．2 17．8
一

100．0　100．0 80．3 80．0　80．8 83．3＞48．7

2．自分の知識が広がっていく時間 22．5 55．1 22．5 87．0〉67．4 42．5 39，4＜47．6 50．0＞　7．7

3．自分の力をはっきする時間 ll．1 48．9 40．0 72．3＞46．5 37．5 43．7＞27．2 44．4〉17．9

4．とにかくそこにいなくてはならない時間 52．2 18．9 28．9 6L7＜81．4 10．8 8．8く14．1 8．3〈30。8

5．静かにしていなくてはならない時間 38．9 42．2 18．9 74．5＜88．4
9
．
8

10．4　　8．7 5．6〈17．9

6．わからないままだまっている時間
2
．
2

36．7 61．1 2L3〈58．1
2
．
2

1．8＜　3．0 0．0〈12．8

7．どんどん進んでおいていかれてしまう時間
3
．
3

26．7 70．0 10．6＜　51．2

3
．
4

3．4　　3．3 0．0く17．9

8．友だちと学びあう時間 14．4 47．8 378 83．0＞39．5 36．2 43．2＞24．6 30．6＞15，4

9．友だちがライバルとなる時間
2
．
2

15．7 82．0 10．6＜　26。2
9
．
9

9．9　　9．9 33．3＞　5．1

10．先生にみとめてもらう時間 27．3 42．0 30．7 83．0＞53．7
5
．
8

6．5＞　4．8 5．6　　5．1

1L先生が注意して見はっている時間
3
．
4 2L6 75．0 19，1く31，7

2
．
7

3．4＞　1．5 0。0＜　5．1

12．たいくつな時間
9
．
1

50．0 40．9 40．4く80．5 12．9 10．1く17．7 11．1＜48．7

13．むだにすぎてゆく時間
3
．
4

15．9 80．7 4．3＜36．6

3
．
0

2．0＜　4，8 2．8＜12．8

O
【
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図18　学校に来たくない子どもの割合

〔設問〕あなたの身近には、学校に来たくないというつらい気持ちを抱えている子どもはど

　　　のくらいいるようですか。あてはまるものを1つ選んで○をつけてください。

〈小〉　〈中〉

14．9　 0．0

68．1　　　65．7

17．0　　　　26．8

　0．0　4．9

　0．0　2．4

　0．0　 0．0

0　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80％

8．0％

67．0

21．6

12・3
1
．
1

0
．
0

1．全くいない

2．　ξまとんどし、なし、

3．4分の1くらいいる

4．2分の1くらいはいる

5．4分の3くらいいる

6．ほぽ全員

＜比較＞小・中学生の回答

〔設間〕あなたは、学校へ行きたくないと思うことがありますか。

回 答 全
人

体
％

　小
4～6

・　中

中1，2 1 2
勉強の得意さ5段階（注）

　　　3 4 5

1 よ く　あ　る 63 7．1 6．7 7．8 2．8 3．8 4．8 84 46．2

2 ときどきある 268 30．2 279 33．9 30．6 24．2 27．3 40．8 38．5

3． あ ま　り　ない 399 44．7 45．9 43．2 33．3 46．5 50．9 37．2 12．8

4， まったくない 158 17．7 19．5 15．0 33．3 25．5 17．1 13．6 2．6

（注）1．とても得意　2，やや得意　3．ふつう　4．あまり得意でない　5．まったく得意でない

て
、
教
師
側
の
6
・
7
・
1
2
・
1
3
項
で
は
「
あ
ま

り
い
な
い
」
の
回
答
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
中
学

校
教
師
と
な
る
と
、
6
・
7
・
1
2
・
1
3
項
が
小
学

校
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
子
ど
も
調
査
の
回
答
と

符
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
教
師
回
答
で
小
・
中
を
比
較
す
る
と
、
学
習
・

知
識
・
自
己
実
現
型
授
業
時
間
体
験
（
1
・
2
・

3
・
8
項
）
で
は
小
学
校
が
高
く
、
拘
束
・
秩

序
・
無
為
型
授
業
時
間
体
験
（
4
・
5
・
6
・

7
・
n
・
1
2
・
1
3
項
）
で
は
中
学
校
が
高
い
、
と

い
う
傾
向
が
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
子
ど

も
調
査
で
の
小
・
中
比
較
と
は
必
ず
し
も
一
致
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
勉
強
の
「
得

意
群
」
と
「
不
得
意
群
」
と
の
比
較
に
ぴ
っ
た
り

重
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
考
察
さ
れ
る

こ
と
は
、
小
学
校
教
師
が
勉
強
得
意
の
生
徒
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
授
業
を
展
開
で
き
る
の
に
、
中
学
校

教
師
が
勉
強
不
得
意
の
生
徒
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
け
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れ
ば
授
業
が
進
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
事
態
が
あ
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

　
図
1
8
は
、
学
校
に
来
た
く
な
い
子
ど
も
の
割
合
に
つ
い
て
教
師
に
た
ず
ね
た
結
果
で
あ
る
。
「
ほ
と
ん
ど
い
な
い
」
が
六
七
・
○
％
で
、

小
・
中
と
も
多
数
の
選
択
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
小
学
校
で
「
全
く
な
い
」
が
一
四
・
八
％
に
対
し
て
中
学
校
は
ゼ
ロ
で
「
4
分
の

ー
く
ら
い
い
る
」
の
方
が
二
六
・
八
％
と
か
な
り
の
回
答
比
率
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
2
分
の
ー
」
「
4
分
の
3
」
も
い
う
回
答
が
小

学
校
で
ゼ
ロ
に
対
し
て
、
中
学
校
で
は
七
・
三
％
あ
る
。

　
こ
れ
を
子
ど
も
の
回
答
（
図
1
8
の
下
段
の
表
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
こ
で
は
「
よ
く
あ
る
」
七
・
一
％
、
「
と
き
ど
き
あ
る
」
ま

で
累
計
で
三
七
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
「
よ
く
あ
る
」
だ
け
で
判
断
す
る
と
教
師
た
ち
多
数
の
回
答
は
だ
い
た
い
合
っ
て
い
る
こ
と
に

な
る
し
、
「
と
き
ど
き
あ
る
」
ま
で
累
計
で
判
断
す
る
と
教
師
た
ち
多
数
に
事
態
の
過
少
評
価
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
小
学
4
～
6
年
生
の
回
答
と
中
学
1
・
2
年
生
の
回
答
と
が
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
教
師
の
回
答
は
小
・

中
で
か
な
り
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
小
学
校
教
師
が
ー
～
6
年
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
て
お
り
、
子
ど
も
が
4
～
6
年
で
あ
る
か
ら
そ
の
分
を
割

り
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
小
学
校
高
学
年
に
お
い
て
す
で
に
進
行
し
て
い
る
「
学
校
ぎ
ら
い
」
に
つ
い
て
、
小
学
校

教
師
に
過
少
評
価
が
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

日本の教員文化

③
学
校
秩
序
の
下
の
子
ど
も
達
に
つ
い
て

　
表
3
3
は
、
授
業
中
の
教
師
か
ら
の
質
問
と
指
名
に
対
し
て
子
ど
も
達
の
と
る
行
動
（
戦
略
）
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
結
果
で
あ
る
。

　
既
述
の
よ
う
に
、
学
校
と
い
う
制
度
の
下
で
、
子
ど
も
達
は
“
教
師
”
と
い
う
特
別
の
権
威
を
与
え
ら
れ
た
専
門
職
の
指
揮
・
監
督
下

　
　
　
（
1
2
）

に
お
か
れ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
休
み
時
間
や
始
業
前
な
ど
は
、
そ
う
し
た
指
揮
・
監
督
の
密
度
が
相
対
的
に
薄
い
時
間
帯
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
授
業
中
こ
そ
そ
の
密
度
が
最
も
濃
い
時
間
帯
で
あ
る
。
教
師
は
、
教
材
を
提
示
し
て
学
習
内
容
を
方
向
づ
け
る
だ
け
で
な
く
、
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　　　表33授業における教師・生徒関係の中の子どもの行動

〔設問〕授業中に，次の（1）～（9）のような子どもはどのくらいいますか．

　　　それぞれについて1～3の中から選んで○をつけてください．

〈比較〉小・ 中学生の回答
1
．

2
．

3
．

「Lたくさん

1
．

2
．

3
． 「

1
．

よくある」の％
た 少 あ いる」の％ よ と あ

く し いま く き ま 勉強の得意さ5段階別

〈教師が質問をした時＞

いさ

ん
い
る

なり
小　　中

あ
る

あど
き

なり
小　　中 1 2　　3　　4　　5

（1）　あてられないように，教師と
目を合わせない

　％0
．
2

53．4 36．4 2．1　19．5
　％2

．
7

47．0 40．3 9．2　21．2 10．8 3．8　10．0　22．5　33．3

〔2）　あてられたらどうしようと緊
張して，普段より思い出せなかっ

4
．
5

61．4 34．1 2．1　　7．3 14．3 43．5 42．2 12．1　19，1
5
．
4

6．3　11．6　23．0　44．7

たり，頭が働かなかったりする

（3）他の子が手をLげていたら，向
信はなくても自分も手を上げる

5
．
7

46．0 48．3 8．5　　2．5 ll．6 36．3 52．1 32．4 19．6　8．8　6．9　15，8

㈲　答えに自信がある時は，あて
てもらおうとアピールする

42．5 41．4 16．1 63．8　17．5 66．8 21．8 1L4 73．6　54．0 80．6 86．1　68．0　5L3　38．5

〈教師が指名した時〉

（51自信がないため，答えを小さ
な声でいう

34．1 56．8

9
．
1

14．9　56．1
8
．
9

40．3 50．8
5
．
4

0．0　6．7　18．3　25．6

（6）自信がなくても，自分の思う
答えをはっきり言う

13．6 54．5 31．8 25．5　　0．0 26．2 44．4 29．4 27，0　24．1 78．4 41．5　2L3　16．3　20．5

17）まわりの子どもに答えを確認
してから答える

20．5 46．6 33．0 6．4　36．6 15．6 39．1 45．2 9．7　26．8
5
．
4

8．2　13．9　26．2　25．6

（8）　自信のない時は，とにかく
rわかりません」と言う

28．4 48．9 22．7 19．1　39．0 13．8 36．7 49．4 12．6　17．2
5
．
4

8．2　13．0　19．9　23．1

（9）　あてられても，なにも言わな
いようにする

4
．
5

29．5 65．9 0．0　　9．8

3
．
9

21．9 74．2
0
．
0

L9　3．5　5。3　15．4

㎝
㎝
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自
分
が
そ
の
答
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
ら
さ
え
あ
え
て
発
問
し
て
授
業
過
程
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
し
、
発
言
者
を
指
名
す
る
こ
と
も
あ

る
。
教
師
は
、
こ
う
し
た
授
業
過
程
展
開
に
か
か
る
権
限
を
（
そ
の
一
部
を
生
徒
な
い
し
生
徒
集
団
に
委
任
す
る
こ
と
も
あ
る
が
）
ほ
と

ん
ど
独
占
的
に
行
使
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
ま
ず
、
授
業
中
は
子
ど
も
に
と
っ
て
教
師
か
ら
の
指
揮
・
監
督
の
密
度
の
濃
い
時
間
で
あ

る
。　

と
こ
ろ
で
教
師
は
、
発
問
・
指
名
に
対
す
る
生
徒
の
側
か
ら
の
反
応
（
回
答
な
ど
）
に
対
し
て
評
価
し
裁
可
す
る
。
一
人
の
大
人
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

し
て
、
彼
に
よ
っ
て
問
わ
れ
評
価
さ
れ
る
複
数
の
子
ど
も
達
、
と
い
う
場
面
状
況
は
、
子
ど
も
達
ど
う
し
を
競
争
の
関
係
に
お
く
。
だ
か

ら
、
教
室
に
お
け
る
授
業
場
面
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
①
教
師
か
ら
の
指
揮
と
裁
可
（
。
。
磐
3
9
）
の
圧
力
と
、
②
生
徒
集
団
内
の

競
争
の
圧
力
と
が
二
重
に
働
い
て
い
る
場
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
授
業
場
面
を
体
験
と
観
察
を
通
し
て
分
析
し
た
J
・
ホ
ル
ト
の
『
学
習
の
戦
略
』
は
、
授
業
と
教
師
と
が
要
求

す
る
知
的
・
認
識
的
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
行
け
な
い
子
ど
も
達
の
中
に
、
そ
の
場
面
の
圧
力
を
回
避
す
る
い
く
つ
か
の
「
戦
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
応
）

（
ω
ヰ
讐
畠
鴫
）
」
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
表
3
3
の
ω
～
⑨
の
各
項
目
は
、
ホ
ル
ト
の
こ
の
分
析
を
日
本
の
小
．
中

学
校
の
授
業
場
面
に
あ
て
は
め
て
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
教
師
た
ち
の
観
察
で
は
、
「
⑨
、
あ
て
ら
れ
て
も
、
な
に
も
言
わ
な
い
よ
う
に
す
る
」
（
沈
黙
の
戦
略
ー
ホ
ル
ト
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
究

極
の
戦
略
）
は
少
い
が
、
他
の
ω
～
⑧
は
全
て
「
た
く
さ
ん
い
る
」
、
「
少
し
い
る
」
を
累
計
し
て
過
半
数
の
教
師
が
「
い
る
」
を
選
択
す

る
傾
向
に
あ
る
。
二
〇
％
以
上
が
「
た
く
さ
ん
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
の
は
㈲
・
㈲
・
ω
・
⑧
項
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
働
、
あ
て

て
も
ら
お
う
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
」
は
小
学
校
に
多
く
、
「
⑤
、
小
さ
な
声
」
「
G
り
、
確
認
し
て
」
「
⑧
、
と
に
か
く
「
わ
か
り
ま
せ
ん
』
」
は

中
学
校
に
多
い
。
こ
れ
は
子
ど
も
達
の
回
答
と
も
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
項
目
㈲
に
つ
い
て
よ
り
細
か
く
見
れ
ば
、
「
よ
く
あ

る
」
は
小
学
生
七
三
・
六
％
、
中
学
生
五
四
・
六
％
で
、
中
学
生
で
も
比
率
は
高
い
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
教
師
の
評
価
は
「
た
く
さ
ん
い
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る
」
が
小
学
校
で
六
三
・
八
％
、
中
学
校
で
一
七
・
五
％
と
落
差
が
大
き
い
。
教
師
た
ち
は
、
自
分
か
ら
小
学
生
の
頃
の
よ
う
に
ど
ん
ど

ん
手
を
上
げ
た
り
し
な
い
中
学
生
を
前
に
し
て
「
あ
て
て
も
ら
お
う
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
」
な
ど
少
い
と
感
じ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

中
学
生
の
多
く
は
何
ら
か
の
形
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
同
じ
よ
う
な
ズ
レ
は
「
㈹
、
自
信
が
な
く
て
も
、
自
分
の
思
う
答
え
を
は
っ
き
り
言
う
」
の
項
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
勉
強
の
得

意
・
不
得
意
に
よ
っ
て
最
も
落
差
の
大
き
な
行
動
様
式
で
あ
っ
て
、
逆
に
ω
・
図
・
⑤
・
G
り
・
⑧
・
働
の
諸
戦
略
が
い
ず
れ
も
勉
強
不
得

意
層
に
よ
り
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
勉
強
不
得
意
の
子
ど
も
達
は
、
授
業
の
場
面
圧
力
の
中
で
、
一
層
目
信
の

な
い
行
動
の
方
へ
追
い
込
ま
れ
る
傾
向
が
強
い
。
一
方
、
勉
強
得
意
の
方
の
子
ど
も
達
は
、
そ
の
問
い
に
対
す
る
答
に
自
信
の
な
い
時
で

さ
え
、
よ
り
自
信
の
な
い
行
動
の
方
へ
追
い
込
ま
れ
な
い
傾
向
が
強
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
項
目
㈲
に
つ
い
て
の
小
学
生
と
中
学
生
と
の
回
答
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
教
師
側
の
回
答
で
は
「
た
く
さ

ん
い
る
」
が
小
学
校
で
二
五
・
五
％
、
中
学
校
で
ゼ
ロ
、
「
少
し
い
る
」
も
含
め
て
決
定
的
な
差
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
項
目
㈲
・

㈹
と
い
っ
た
勉
強
得
意
層
の
方
が
比
率
の
高
い
項
目
に
つ
い
て
、
中
学
校
教
師
た
ち
の
評
価
が
著
し
く
否
定
方
向
に
傾
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
図
1
7
（
学
校
の
魅
力
）
、
表
3
2
（
授
業
時
間
体
験
）
の
際
に
指
摘
し
た
こ
と
に
符
合
す
る
問
題
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
ズ
レ
は
、
逆
の
戦
略
q
D
・
㈲
・
⑥
・
ω
・
⑧
・
⑨
に
は
な
く
、
こ
こ
で
は
小
・
中
学
生
の
回
答
傾
向
と
教
師
の
観
察
回
答

が
お
お
む
ね
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
教
師
た
ち
の
「
授
業
中
の
生
徒
」
観
察
は
、
自
信
の
な
さ
か
ら
く
る
回
避
戦
略
を
そ
れ
と
し
て

捉
え
て
い
る
が
、
中
学
生
の
積
極
的
授
業
参
加
行
動
の
サ
イ
ン
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
表
3
4
は
、
学
校
の
も
つ
規
則
・
秩
序
が
子
ど
も
に
と
っ
て
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
の
問
題
を
中
心
に
ω
～
ω
の
意
見
に
つ
い
て
教
師

の
賛
否
を
た
ず
ね
た
結
果
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
比
較
で
き
る
同
様
の
質
問
は
父
母
調
査
で
行
わ
れ
た
（
そ
の
結
果
は
表
の
右
側
）
。

　
項
目
ω
（
教
師
権
威
の
絶
対
性
）
・
㈹
（
学
校
規
則
の
遵
守
義
務
）
に
つ
い
て
、
教
師
の
賛
成
は
特
に
多
い
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
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　　　　表34子どもにとっての学校の規則・秩序についての考え方

〔設問〕あなたは，次にあげる意見にっいてどう思われますか．それぞれにっいて，

　　　1～3の中から選んで○をっけてください．
1
．

2
．

3
。

そ
う

や
や

　
あ
は
田
ま

「1＋2」の％ く比較＞ 父母の回答．

「1＋2」 の％
田
’
？
’
つ 麟 裟 小　　中 1 2 3 小 中

つ 　つい

（D　生徒が先生に反抗するのは，どんな場 ％

14．8 35．2 50．0 47．8　52．4 20．8 39．8 39．4 58．9 65．3
合でもよくない

（2）学校のきまりは，納得しようがすまい
25．0 39．8 35．2 52．2＜78．6 43．4 38．2 18．4 79．6 87．3

が，守るべきである

（3）学校の勉強のことは，専門家である教
37．5 39．8 22．7 69．6く85．7 65．8 244

9
．
8

91．1 87．5
師の指示に従うべきだ

（4）学校になじめないようでは，社会で一
27．3 36．4 36．4 63．8　63．4 43．0 33．1 23．9 75．5 77．8

人前になれるかどうか心配だ

（5）学校の勉強で得た知識は，将来，役に 9
．
2

34．5 56．3 3L9＜57．5
8
．
1

38．8 53．1 43．8 55．6
立たないことが多い

（6）世の中が競争社会である以上，学校に
10．3 27．6 62．1 38．3　37．5 27．0 4Ll 31．9 65．5 75．7

競争があるのは当然だ

（71学業成績の良し悪しで，子どもに順位

をっけるのは当然のことだ

2
．
3

10．2 87．5 8．5〈17．1

8
．
4

22．7 68．9 30．2 33．8
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項
目
③
（
教
師
の
専
門
性
へ
の
従
順
）
の
方
が
ず
っ
と
賛
成
回
答
に
傾
い
て
い
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
学
校
と
教
師
と
の
権
威
に
か
か
わ

る
項
目
で
は
、
中
学
校
教
師
の
方
が
賛
成
比
率
が
高
く
、
中
学
校
で
の
そ
れ
が
必
ず
し
も
「
生
徒
た
ち
の
理
解
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

い
る
の
で
な
い
実
態
を
反
映
し
て
い
る
。

　
項
目
㈲
（
学
校
適
応
と
将
来
）
・
㈲
（
学
校
知
識
と
将
来
）
に
つ
い
て
、
学
校
適
応
の
必
要
性
を
説
く
意
見
に
や
や
賛
成
が
多
く
、
学

校
知
識
の
無
効
性
を
説
く
意
見
に
は
反
対
が
多
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
教
師
た
ち
の
多
く
は
い
わ
ゆ
る
「
学
校
信
仰
」
に
立
っ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
項
目
㈲
・
ω
は
い
ず
れ
も
学
校
で
の
競
争
を
肯
定
す
る
意
見
で
あ
る
が
、
教
師
た
ち
の
回
答
は
七
項
目
中
最
も
反
対
に
強
く

傾
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
項
目
㈲
と
G
り
で
中
学
校
教
師
の
方
に
や
や
賛
成
が
多
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
結
果
を
小
・
中
学
生
の
父
母
の
回
答
と
比
べ
て
み
る
と
、
項
目
㈲
（
学
校
知
識
の
将
来
的
無
効
性
）
が
同
水
準
で
、

他
の
六
項
目
は
い
ず
れ
も
父
母
の
方
が
教
師
よ
り
も
賛
成
に
傾
い
て
い
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
学
校
の
秩
序
と
競
争
と
に
つ
い
て
、
父
母

の
方
が
教
師
よ
り
も
一
層
権
威
的
で
競
争
的
で
あ
る
と
の
解
釈
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
父
母
が
、
子
ど
も
と
と
も
に
学
校
制
度
の
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

か
く
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
影
響
下
に
あ
り
、
日
本
の
学
校
制
度
が
子
ど
も
達
に
と
っ
て
現
実
に
競
争
的
で
管
理
的
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
も
う
一
つ
の
解
釈
が
成
り
立
つ
。
つ
ま
り
、
父
母
が
学
校
の
秩
序
と
競
争
と
を
あ
る
程
度
肯
定
す
る
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
む
し

ろ
そ
の
よ
う
な
学
校
制
度
の
中
に
い
て
、
そ
の
学
校
性
格
（
競
争
性
と
管
理
性
）
の
現
実
の
伝
達
者
で
あ
る
と
こ
ろ
の
教
師
達
が
、
自
分

達
の
そ
う
し
た
働
き
に
自
覚
が
低
く
、
自
分
自
身
は
そ
う
し
た
ヒ
ド
ゥ
ン
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
縁
が
薄
い
か
の
よ
う
に
や
や
非
管
理
的

で
反
競
争
的
な
意
見
を
表
明
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
学
校
制
度
の
ヒ
ド
ゥ
ン
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
影
響
が
、
父
母
世
代
の
場
合
今
か
ら
二
〇
～
四
〇
年
前
に
自
ら
通
学
し
て
い
た
時
が
強
い
か
、
今
日
わ
が
子
の
通
学
を
通
し
て
受
け

る
影
響
が
強
い
か
、
父
母
の
回
答
を
「
当
然
」
と
考
え
る
根
拠
が
違
っ
て
く
る
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
教
師
が
ヒ
ド
ゥ
ン
・
カ
リ
キ
ュ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ム
の
現
実
の
伝
達
者
で
あ
る
と
い
う
本
研
究
の
視
点
よ
り
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
教
師
達
の
自
覚
は
低
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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表
3
5
は
、
ど
の
よ
う
な
時
に
学
校
を
休
ん
で
よ
い
か
に
つ
い
て
五
項
目
を
あ
げ
て
た
ず
ね
た
結
果
で
あ
る
。
教
師
達
の
回
答
は
、
「
①

病
気
で
熱
が
あ
る
」
で
「
休
ん
で
よ
い
」
が
ほ
と
ん
ど
で
、
「
③
家
族
旅
行
」
「
③
テ
レ
ビ
出
演
」
「
㈲
展
覧
会
見
学
」
で
は
「
場
合
に
よ

る
」
が
多
く
、
「
㈲
塾
の
テ
ス
ト
・
講
習
会
」
に
は
「
休
ん
で
は
い
け
な
い
」
が
多
い
、
と
い
う
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。
学
校
・
教
師
と

競
合
関
係
に
あ
る
「
塾
」
に
対
し
て
は
反
発
が
強
い
と
言
え
よ
う
。
ま
た
五
項
目
す
べ
て
小
学
校
よ
り
中
学
校
教
師
の
方
が
「
休
ん
で
よ

い
」
が
少
な
い
。
前
表
3
4
で
も
項
目
q
D
㈲
㈹
G
り
で
中
学
校
教
師
の
賛
成
が
多
く
、
彼
ら
の
方
が
、
学
校
の
制
度
枠
組
に
よ
り
強
く
よ
り
か

か
っ
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
で
も
う
か
が
え
る
。

　
回
答
を
父
母
、
子
ど
も
と
比
較
す
る
と
、
「
ω
病
気
で
熱
」
に
つ
い
て
、
「
休
ん
で
よ
い
」
が
父
母
・
子
ど
も
の
方
が
少
い
。
こ
れ
は
、

制
度
と
し
て
子
ど
も
を
あ
ず
か
る
教
師
の
側
と
、
送
り
出
す
父
母
・
出
席
す
る
子
ど
も
の
側
で
、
「
病
気
で
熱
」
に
対
す
る
こ
と
が
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
g
o
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韓
薄
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重
大
性
、
責
任
の
重
大
性
に
つ
い
て
う
け
止
め
が
違
っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
他
の
四
項
目
で
は
、
い
ず
れ
も
父
母
が
許
容
度
が
最
も
低
く
、
次
い
て
教
師
、
そ
し
て
子
ど
も
達
が
許
容
度
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
父
母
が
通
学
し
た
一
世
代
前
の
時
代
に
、
学
校
の
権
威
が
他
の
社
会
諸
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
高
く
「
学
校
に
行
く
の
は
あ
た
り

前
」
意
識
が
そ
れ
だ
け
強
く
定
着
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
そ
の
点
で
は
子
ど
も
世
代
に
お
い
て
登
校
義
務
意
識
が
そ
れ
だ
け
低
く

な
っ
て
、
特
に
「
テ
レ
ビ
出
演
」
に
つ
い
て
、
「
休
ん
で
よ
い
」
が
「
休
ん
で
は
い
け
な
い
」
を
上
回
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
が
子
ど
も
達

に
と
っ
て
新
し
い
権
威
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
三
つ
の
表
を
通
し
て
学
校
秩
序
下
の
子
ど
も
達
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
教
師
の
観
察
と
意
見
と
を
（
子
ど
も
、
父
母
の
回
答
と
の
比
較

を
含
ん
で
）
見
て
き
た
。
こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
、
①
中
学
校
教
師
に
お
い
て
子
ど
も
達
の
積
極
性
に
対
す
る
評
価
が
低
い
と
い
う
傾
向

が
（
前
節
と
同
様
）
目
立
つ
こ
と
、
②
父
母
に
比
べ
て
教
師
の
方
が
競
争
的
で
管
理
的
な
意
見
を
持
つ
傾
向
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
、
む

し
ろ
逆
で
あ
る
こ
と
、
③
そ
れ
は
父
母
に
と
っ
て
の
学
校
が
一
世
代
前
で
あ
っ
て
そ
の
影
響
の
残
存
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
点
で
教
師
達

は
子
ど
も
世
代
と
父
母
世
代
の
意
見
の
落
差
の
中
間
に
位
置
す
る
、
つ
ま
り
子
ど
も
世
代
と
大
人
世
代
の
対
話
の
最
前
戦
に
い
る
と
言
え

る
こ
と
、
④
と
同
時
に
教
師
が
学
校
制
度
の
ヒ
ド
ゥ
ン
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
現
実
の
伝
達
者
で
あ
る
と
言
う
と
き
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
教

師
た
ち
の
意
識
的
な
自
覚
を
通
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。

　
③
と
④
と
は
若
干
背
反
す
る
面
を
も
つ
二
つ
の
解
釈
で
あ
る
が
、
表
3
5
の
⑭
～
⑥
（
登
校
義
務
感
の
強
さ
）
に
は
③
が
当
り
、
表
3
4
の

㈲
・
ω
（
学
校
で
の
競
争
の
当
然
視
）
に
は
④
が
当
り
、
同
じ
表
3
4
の
①
～
⑥
（
学
校
と
教
師
の
権
威
承
認
）
で
は
③
と
④
と
の
両
様
の

解
釈
が
成
り
立
つ
。

　
学
校
の
競
争
の
問
題
に
④
が
当
る
こ
と
は
、
次
の
図
1
9
で
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
今
の
社
会
の
コ
人
前
」
と
学
歴
と

の
関
係
を
、
教
師
・
父
母
・
子
ど
も
の
三
者
に
同
じ
質
問
形
式
で
た
ず
ね
た
結
果
で
あ
る
。
教
師
で
は
「
7
、
『
一
人
前
』
と
学
歴
と
は
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関
係
な
い
」
が
六
九
・
二
％
と
圧
倒
的
で
あ
っ
て
、
「
2
、
高
校
ま
で
」
一
七
・
八
％
、
「
4
、
大
学
ま
で
」
五
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

父
母
で
も
、
教
師
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
「
7
」
が
多
く
、
あ
と
「
2
」
、
そ
し
て
「
4
、
大
学
ま
で
」
一
八
・
八
％
と
教
師
回
答
よ
り
多
く

な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
で
も
、
「
7
」
は
一
七
・
六
％
し
か
な
く
、
「
4
、
大
学
ま
で
」
三
四
・
七
％
が
第
一
位
の
選
択
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
前
記
③
の
「
教
師
の
回
答
が
、
子
ど
も
と
父
母
の
両
世
代
の
中
間
」
と
い
う
状
況
に
は
な
い
。
む
し
ろ
、
子
ど
も
と
父
母

と
に
今
日
の
学
校
性
格
（
学
歴
獲
得
競
争
）
が
与
え
て
い
る
影
響
に
対
し
て
、
そ
の
影
響
の
現
実
の
伝
達
者
と
な
っ
て
い
る
教
師
た
ち
が

　
　
　
　
図
お
　
「
1
＞
酎
』
什
悪
削
什
S
圏
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角
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U
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／
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意
識
の
上
で
や
や
理
念
的
（
た
て
ま
え
的
）
な
「
7
、
関
係
な
い
」
を
選
択
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
は
前
記
④
が
当
る
の
で
あ

る
。
ま
た
こ
の
学
校
で
の
競
争
に
つ
い
て
父
母
に
た
と
え
一
世
代
前
の
意
識
の
残
存
効
果
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
競
争
意
識
を
強

め
る
方
に
は
働
く
と
は
考
え
ら
れ
ず
（
現
に
図
1
9
で
は
そ
の
反
対
で
あ
る
か
ら
）
、
表
3
4
の
㈲
・
ω
（
学
校
で
の
競
争
の
当
然
視
）
の
結

果
も
ま
た
④
に
当
た
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

④
　
教
師
じ
し
ん
の
「
学
校
化
」
と
教
職
観

　
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
、
子
ど
も
の
状
況
や
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
の
教
師
の
観
察
や
意
見
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
こ
に
反
映
す
る
教
師
の

あ
り
方
を
分
析
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
教
師
じ
し
ん
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
質
問
の
結
果
を
み
て
行
き
た
い
。

　
図
2
0
は
、
教
師
に
「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
と
た
ず
ね
た
結
果
で
あ
る
。
「
1
、
毎
日
の
よ
う
に
」

三
・
四
％
、
「
2
、
多
い
」
六
・
八
％
、
「
3
、
行
き
た
い
日
と
行
き
た
く
な
い
日
が
半
々
」
一
八
・
二
％
で
、
「
半
々
」
ま
で
三
割
近
い

教
師
た
ち
が
「
行
き
た
く
な
い
日
」
の
あ
る
こ
と
を
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
小
・
中
、
男
・
女
と
も
に
あ
ま
り
差
の
な
い
全
般

的
傾
向
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
小
・
中
学
生
の
「
よ
く
あ
る
」
「
と
き
ど
き
あ
る
」
ま
で
三
七
・
三
％
（
図
1
8
下
段
）
と
比
べ
低
い
レ
ベ
ル

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
今
日
の
学
校
は
、
子
ど
も
も
教
師
も
三
割
前
後
の
者
が
「
行
き
た
く
な
い
」
と
い
う
気
持
を
抱
え
な
が
ら
登
校
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
表
3
6
は
、
教
師
の
日
常
の
行
動
様
式
に
「
学
校
化
」
が
ど
う
浸
透
し
て
い
る
か
を
中
心
に
、
九
項
目
を
な
ら
べ
て
回
答
し
て
も
ら
っ
た

結
果
で
あ
る
。
「
よ
く
あ
る
」
が
三
〇
％
以
上
、
「
時
々
あ
る
」
ま
で
で
七
五
％
以
上
の
選
択
が
五
項
目
あ
る
。

⑥
、
校
務
分
掌
に
時
間
を
取
ら
れ
、
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
充
分
と
れ
な
い
…
…
三
八
・
九
％
（
七
六
・
七
％
）
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個
、
授
業
中
、
全
員
が
理
解
で
き
た
と
の
確
信
が
な
く
て
も
あ
る
程
度
先
に
進
ま
ざ
る
を
得
な
い
…
…
三
四
・
一
％
（
八
七
・
九
％
）

ω
、
教
材
研
究
の
時
間
が
少
な
い
た
め
、
教
科
書
や
指
導
書
に
た
よ
っ
て
し
ま
う
…
…
三
〇
・
八
％
（
七
五
・
八
％
）

こ
の
三
項
は
、
い
ず
れ
も
現
在
の
学
校
状
況
の
中
で
必
ず
し
も
思
い
通
り
の
実
践
が
で
き
て
な
い
と
い
う
問
題
指
摘
で
あ
る
。
先
に
も
見

　
　
（
博
）

た
よ
う
に
教
師
た
ち
の
達
成
感
は
案
外
に
低
い
。
そ
れ
に
多
忙
だ
と
い
う
現
実
が
あ
る
か
ら
、
達
成
の
低
さ
に
対
し
て
あ
る
「
合
理
的
」

根
拠
を
与
え
る
説
明
に
つ
い
て
の
教
師
た
ち
の
支
持
は
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
全
教
科
に
わ
た
る
の
で
特
に
忙
し
い
小
学
校
教
師
で
項
目

⑥
・
ω
が
多
く
、
教
科
指
導
の
達
成
感
が
よ
り
低
い
中
学
教
師
で
項
目
㈹
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

⑨
、
教
え
子
の
訪
問
や
便
り
に
、
励
ま
さ
れ
る
…
…
三
四
・
四
％
（
八
三
・
三
％
）

㈲
、
明
日
の
授
業
の
準
備
の
た
め
に
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
…
…
三
三
・
O
％
（
八
四
・
六
％
）
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駕
感
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姻
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騨
世
罧
富
躰
“
耀
1

　　　　　　　　表36　「学校化」された教師の行動様式にっいて

〔設問〕教師としての生活の中で，次にあげるようなことはありますか．

　　　あてはまるものを1～3の中から選んでOをっけてください．

それぞれについて

1
．

2
．

3
．

よ
く

時
々

あ
ま

「1． よくある」の％ 教職経験年数
あ あ り
る る な

い 小　　中 男　　女 1～4年 5～9年 10～19年 20年以上

（1）子どもに対して，叱りたくないと ％

思っていても声を荒げたり，叱ったり 14．3 59．3 26．4 21。3＞　6．8 10．3　17．3 25．0 18．5 13．2
5
．
6

してしまう

（2》子どもに規則に反する行為があって
も，軽いことであれば見過ごす

7
．
9

66．3 25．8 8．7　　7．0 10．5　　5．9 12．5 15．4
2
．
7

5
．
6

（3）授業中，全員が理解できたとの確信が
なくてもある程度先に進まざるを得ない

34．1 53．8 12．1 25．5〈43．2 33．3　34．6 50．0 29．6 36．8 27．8

（4）明日の授業の準備のために夜遅くま
で起きている

33．0 51．6 15．4 42．6＞22．7 30．8　34．6 25．0 18．5 42．1 38．9

（5）生徒指導やクラブ・部活動の指導に
時間を取られ，教科指導が充分できない

17．8 27．8 54．4 10．9＜25．0 5．1く27．5 25．0 lL1 23．7 lL8

（6｝校務分掌に時間を取られ，子どもと
接する時間が充分とれない

38．9 37．8 23．3 50．0＞27．3 28，2〈47．1 25．0 33．3 45．9 38．9

（7）教材研究の時間が少ないため，教科
書や指導書にたよってしまう

30．8 45．1 24．2 38．3＞22．7 25．6　34．6 25．0 40．7 31．6 16．7

（8）友人・知人との付き合いの中で，
「やっぱり先生だね」「教師らしい」な 21．1 50．0 28．9 2L3　20．9 15．8　25．0 37．5

7
．
4

27．0 22．2

どと言われる

（9）教え子の訪問や便りに，励まされる 34．4 48．9 16．7 36．2　32．6 23．7〈42．3 12．5 25．9 43．2 38．9

N
o
つ



こ
の
二
項
は
、
教
員
文
化
の
要
素
の
教
師
へ
の
浸
透
の
形
で
あ
る
。
教
え
子
の
訪
問
・
便
り
に
な
ぐ
さ
め
や
励
ま
し
を
見
い
出
す
心
性
は

教
師
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
教
育
と
い
う
営
み
は
そ
の
成
果
が
確
認
し
に
く
く
、
そ
れ
だ
け
日
本
の
教
師
達
の
不
達
成
感
は
強
い
。
教
え

子
と
の
交
流
は
、
教
師
達
に
「
延
期
さ
れ
た
達
成
」
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
不
達
成
感
を
前
に
し
て
も
な
お
授
業
準
備
で
夜

ふ
か
し
す
る
日
本
の
教
師
達
の
気
ま
じ
め
さ
は
か
な
り
の
高
さ
に
あ
る
。

　
項
目
⑤
（
生
徒
指
導
等
で
時
間
を
と
ら
れ
る
）
は
中
学
校
で
項
目
㈲
・
q
り
と
同
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
項
目
⑧
（
「
教
師
ら
し
い
」
と
言
わ

れ
る
）
は
も
っ
と
多
く
て
も
い
い
か
と
思
う
が
、
前
号
で
み
た
よ
う
に
元
来
彼
ら
の
つ
き
合
い
が
教
師
仲
間
に
強
く
偏
っ
て
い
る
の
で
、

図
m
一
贈
晋
S
贈
鯉
臨
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刈
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そ
う
言
わ
れ
る
機
会
が
少
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
図
2
1
は
、
教
師
た
ち
の
教
職
観
に
つ
い
て
、
七
項
目
を
あ
げ
て
た
ず
ね
た
結
果
で
あ
る
。
「
そ
う
思
う
」
の
回
答
率
が
七
割
を
こ
え
る

⑥
・
㊨
・
㈲
と
、
逆
に
三
割
に
満
た
な
い
ω
・
⑧
・
⑥
、
そ
し
て
五
割
に
近
い
G
り
と
い
う
よ
う
に
回
答
傾
向
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

前
号
の
図
1
5
と
同
質
問
で
あ
る
が
回
答
選
択
肢
が
図
1
5
は
4
段
階
、
こ
こ
で
は
3
段
階
で
あ
る
点
だ
け
が
異
っ
て
い
る
。
回
答
傾
向
は
似

て
い
る
が
、
⑥
（
自
己
犠
牲
）
へ
の
肯
定
が
こ
こ
で
の
方
が
低
い
。
千
葉
県
農
村
部
と
埼
玉
県
と
の
地
域
性
の
違
い
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
、
続
篇
）

　
（
1
）
前
号
の
続
き
と
し
て
は
、
千
葉
県
A
市
調
査
の
追
加
的
分
析
が
3
点
残
さ
れ
て
い
た
が
、
前
号
脱
稿
後
今
日
ま
で
の
間
に
同
種
の
調
査
を
首
都

　
　
圏
F
市
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
学
校
ご
と
の
教
員
文
化
の
独
自
性
に
つ
い
て
構
造
的
分
析
に
は
、
学
校
数
の
多
さ
が
重
要
で
、
A
市
・
F
市

　
　
両
調
査
の
合
算
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
変
化
か
ら
、
前
号
末
尾
に
示
さ
れ
た
課
題
を
後
に
回
し
て
、
今
号
で
は
「
学
校
化
」
問
題

　
　
に
進
ん
だ
ρ

　
（
2
）
…
魯
レ
U
霧
畠
8
一
凶
品
ω
8
帥
0
9
ぎ
＆
o
R
O
巴
O
雪
節
ぎ
旨
β
一
雪
一
■
東
洋
・
小
沢
周
三
訳
『
脱
学
校
の
社
会
』
東
京
創
元
社
、
一
九

　
　
七
七
年
。

　
（
3
）
　
o
P
。
F
℃
P
卜
。
㎝
山
①
　
邦
訳
五
九
頁
。

　
（
4
）
8
、
9
げ
も
マ
ま
山
。
。
邦
訳
五
九
～
七
一
頁
。
ま
た
ー
・
イ
リ
ッ
チ
他
『
脱
学
校
の
可
能
性
』
（
原
著
、
一
九
七
三
年
。
松
崎
厳
訳
、
東
京
創

　
　
元
社
一
九
七
九
年
）
に
収
録
の
イ
リ
ッ
チ
論
文
に
は
次
の
表
現
が
あ
る
（
邦
訳
、
一
五
頁
）
。

　
　
　
　
「
学
校
の
伝
統
的
な
隠
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
一
定
の
年
齢
の
人
々
が
一
年
に
五
百
回
か
ら
千
回
に
わ
た
り
、
専
門
家
の
教
師
の
権
威
の
下

　
　
　
に
三
十
人
ぐ
ら
い
の
集
団
で
集
ま
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
」

　
（
5
）
　
下
村
哲
夫
「
教
育
危
機
へ
の
一
つ
の
解
答
　
　
脱
学
校
論
」
（
『
教
育
学
講
座
』
1
、
学
習
研
究
社
、
一
九
七
九
年
）
の
一
八
五
頁
を
参
照
。

　
（
6
）
　
＝
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P
9
ρ
も
ワ
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㌣
貫

（
8
）
　
一
一
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
筆
者
の
や
や
固
い
翻
訳
で
は
、
そ
の
生
き
生
き
と
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
通
わ
り
切
ら
な
い
の
で
、
こ
の
註
記
に
お
い

　
て
、
原
文
そ
の
も
の
を
左
に
示
し
て
お
く
。

　
な
お
、
各
項
目
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
容
の
要
旨
は

　
ー
、
学
校
に
よ
る
教
育
独
占

　
2
、
生
活
世
界
の
価
値
は
く
奪

　
3
、
教
え
る
こ
と
（
5
8
三
お
）
へ
の
学
習
の
従
属

　
4
、
専
門
的
教
授
の
経
済
的
価
値

　
5
、
学
習
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
消
費

　
6
、
分
割
さ
れ
、
並
べ
ら
れ
る
知
識
の
あ
り
方

　
7
、
専
門
家
へ
の
依
存
・
信
仰

　
8
、
他
者
決
定
性
と
外
界
変
革
不
能

　
9
、
人
生
は
競
争

　
1
0
、
序
列
化
さ
れ
る
人
間
存
在

　
1
1
、
学
齢
期
の
存
在
と
学
校
消
費
の
延
長
傾
向

（
9
）
　
約
四
割
と
い
う
回
収
率
は
こ
の
種
の
調
査
と
し
て
は
や
や
高
い
方
で
あ
る
。
九
一
票
と
い
う
回
収
サ
ン
プ
ル
数
は
、
細
か
く
分
け
た
統
計
的
分

　
析
に
は
不
向
き
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
の
傾
向
を
知
る
意
味
は
十
分
に
あ
る
数
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
日
本
の
教
師
た
ち
が
教
科
指
導
で
「
達
成
感
」
が
低
い
点
は
、
日
米
中
学
校
教
師
比
較
調
査
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
郡
衛
「
教
員
の
指
導

観
の
実
証
分
析
－
日
米
中
学
校
教
員
比
較
調
査
を
通
し
て
」
（
久
冨
編
著
『
教
員
文
化
の
社
会
学
的
研
究
』
多
賀
出
版
、
一
九
八
八
年
）

（
1
1
）
　
勉
強
の
得
意
・
不
得
意
に
つ
い
て
は
、
同
じ
質
問
紙
で
「
あ
な
た
は
学
校
で
の
勉
強
が
得
意
で
す
か
」
と
た
ず
ね
て
「
1
、
と
て
も
得
意
／
2
、

　
や
や
得
意
／
3
、
ふ
つ
う
／
4
、
あ
ま
り
得
意
で
な
い
／
5
、
ま
っ
た
く
得
意
で
な
い
」
の
5
段
階
で
回
答
し
て
も
ら
っ
た
結
果
に
よ
っ
て
い
る
。
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Some　messages　of　the　hidde皿curriculum

　　1．Schooling　and　e（1ucation　are　the　same　thing．

　　2．The　world　is　non－educationa1＝the　schoohs　unworldly．

　3．　Learning　is　the　result　of　teaching．

　4．Economically　esteemed　knowledge　is　the　result　of　professional

teaching．

　　5．Leaming　is　mastery　of　the　curriculum．The　curriculum　is　a

commodity．Schools　and　teachers　package　and　sell　the　commodity．

　6．　Knowledge　is　divided　into　packages（subjects／topics），Leaming　is

linear－knowledge　comes　in　sequential　curricula　and　graded　exercises。

（Curriculum　reform　is　the　filling　of　the　curriculum　with　new　packaged

courses）．

　　7．Specialist　knowledge　is　the　kind　which　is　most　highly　esteemed。

　　8．Other　people　make　all　the　decisions．（You　must　accepゼthe　en－

vironment’．You　cannot　influence－never　mind　change－it．）

　　9．Life　is　a　zero－sum　game　in　which　individuals　and　countriescom・

pete　for　scarce　resources（university　places，petroleum）．One　man’s／one

county’s　gain　is　another　man’s／country’s　loss．Competition，not

cooperation，is　the　essence　of‘1ife’，and　is　therefore‘natura1’．

　　10．　Individuals　and　countries　can　be　graded／degraded　on　a　sliding

scale．（IQノ‘academic∵Newsom’children／restricted－elaborated　code

‘developed’・‘underdeveloped’countries．）　The　‘poor’are　incapable　of

helping　themselves　and　need　to　be　helped　by　those　who　are‘better　off’．

Philanthropy　is　thus　a‘naturar　part　of　the　system。

　　11、There　is　a　phase　of　a　person’s　life　when　he／she　is　at‘school　age’．

Education　ends　when　schoohng　ends．In　order　to　get　more　education　we

must　therefore　raise　the　school－leaving　age．
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ω
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。
・
邦
訳
は
T
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
「
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
学
級
」
『
社
会
構
造
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
武
田
良
三
監
訳
、
新
泉
社
、
一
九
七
三
年
、

　
一
七
三
～
二
〇
一
頁
。

（
1
4
）
　
＝
聾
」
；
＝
o
≦
O
竃
葺
讐
閃
巴
一
㌔
一
雪
き
3
σ
房
三
品
O
曾
P
」
8
溌
渡
部
・
佐
藤
訳
『
教
室
の
カ
ル
テ
』
新
泉
社
、
一
九
七
九
年
。

（
1
5
）
　
8
■
9
e
も
P
5

一
β
邦
訳
八
～
一
二
四
頁
。

（
1
6
）
　
こ
の
点
は
、
子
ど
も
調
査
の
関
連
す
る
質
問
の
結
果
と
も
対
応
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
学
校
や
ク
ラ
ス
の
き
ま
り
を
な
ぜ
守
る
の
で
す
か
」
、

　
そ
の
理
由
で
「
正
し
い
か
ら
」
の
回
答
が
小
↓
中
で
減
少
し
、
「
叱
ら
れ
る
」
「
成
績
に
ひ
び
く
」
が
中
学
校
で
増
加
し
て
い
る
。

（
1
7
）
　
現
代
日
本
の
学
校
が
子
ど
も
達
に
と
っ
て
競
争
的
・
管
理
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
し
て
体
験
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
久
冨
「
学
校
社

　
会
の
性
格
転
換
」
、
原
・
藤
岡
編
『
現
代
企
業
社
会
と
生
涯
学
習
』
大
月
書
店
、
一
九
八
八
年
。

（
1
8
）
　
こ
の
点
は
、
表
3
2
の
授
業
時
間
体
験
で
「
拘
束
・
秩
序
体
験
」
を
示
す
項
目
㈲
・
⑤
・
⑪
の
う
ち
、
㈲
・
㈲
の
選
択
が
ず
っ
と
高
位
で
あ
る
の

　
に
「
q
D
、
先
生
が
注
意
し
て
見
は
っ
て
い
る
時
間
」
が
ま
っ
た
く
低
位
の
選
択
で
あ
る
と
い
う
結
果
と
も
重
な
っ
て
い
る
。

（
1
9
）
　
前
註
（
1
0
）

日本の教員文化
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